
【2021zenko 大阪･第⑦分科会】 

『老朽原発再稼動、汚染水放出をとめよう 

国際法で原発被災者の闘いを支えよう』 

*7/25(日) 9:30～12:00 

*エルおおさか･606 室 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 東京五輪を「福島原発事故からの復興」の象徴にする企て 

は、コロナ禍の中で、市民の命と生活の要求の前に、完全 

に挫折しました。菅政権の汚染水放出決定には国内外の批 

判が集中し、原発再稼動も裁判の闘いにより停止を繰り返し 

ています。それでも政府と電力･原子力産業界は執拗に再 

稼動と、放射能被害の抹消をはかり、被災者･避難者への補 

償拒否と住宅追い出しまで画策します。 

 今、原発被害者の賠償請求裁判が高裁・最高裁で争 

われ、汚染水放出が狙われる局面で、この「zenko 反原 

発分科会」で全国の取り組みに共通する課題「低線量被 

ばくの被害」と「被災者の人権を国際法で実現する」など 

を討議します。 

ぜひご参加ください。 

主催：全交反原発分科会実行委員会 

連絡先：小山 070-5653-7886   nobiscum@wb4.so-net.ne.jp 

 秋野 090-1588-6351   hiyoko1735@ymobile.ne.jp 

・情勢と決議案 

・裁判･闘いの報告 

  村田弘さん（福島原発かながわ訴訟原告団・団長） 

熊本美禰子さん（避難者の住宅追い出しを許さない会･代表） 

河野益近さん（子ども脱被ばく裁判･支援者） 

・運動の交流と討議 

①国際世論に訴える。国際法を闘いにいかす。 

②低線量被ばくの影響、汚染水放出、老朽原発再稼動  など 

【内容】 
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